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 植物はクロロフィルを光合成色素として利用している。植物は老化時には光合成装置を分解し、この

ときクロロフィルも分解する。遊離のクロロフィルは活性酸素を生じ、細胞に障害を与える恐れがある

ためである。クロロフィルの分解は中心金属のマグネシウムが、マグネシウム脱離酵素によって外され

ることから始まる。この酵素は植物の成長を理解するためには重要なタンパク質だが、性質の明らかに

なっている相同なタンパク質が存在せず、その反応機構は不明である。また、有機物から金属を外す反

応を触媒しているが、このような反応は新規性が高く、そうした観点からもこの酵素の反応機構には興

味が持たれる。反応機構の解明には、この酵素の構造を明らかにすることが必須である。そこでマグネ

シウム脱離酵素の結晶構造解析を目的として研究を行った。 
 植物のマグネシウム脱離酵素は大腸菌を用いた組換えタンパク質の発現系ではほとんど合成されない

ことが知られている。バクテリアにも植物のマグネシウム脱離酵素と相同な遺伝子が存在する。そこで、

様々なバクテリアの相同な遺伝子や発現ベクターを試したところ、安定して十分量の組み換えタンパク

質を大腸菌を利用して発現できるようになった。そして発現した組換えタンパク質をアフィニティーク

ロマトグラフィーとゲルろ過クロマトグラフィーによって高純度に精製することに成功した。構造解析

には結晶が必要だが、組み換えタンパク質の調製に成功したことから、結晶化条件の検討を行える段階

に至った。 
 クロロフィル分解のカギとなるマグネシウム脱離酵素の構造が本研究により明らかになれば、植物の

老化という現象の理解が進むだけでなく、新規性の高い酵素反応機構の解明につながると期待される。 
 
 


